




































































































































の の む ら
々村秀
ひでひこ
彦1)、溝口　隆司1)、大橋　　稔1)、大野　貴敏1)、
栄枝　裕文1)、横井　達夫2)
【背景】DIP関節固定術の標準皮切であるY字切開は、術中視野は良いが瘢痕
がやや目立つ。横切開法は、整容的に優れているが術中視野が狭い。
【目的】われわれは紡錘形に関節背側皮膚を切除するDIP関節固定術を開発し、
良好な術中視野と優れた整容を両立した術式として報告してきた。今回、強
皮症疑いの患者に対し、手術時に発生する切除皮膚片を生検標本として提供
した1例を経験したので報告する。
【術式】DIP関節の背側皮膚を幅3～4mmの紡錘形に切除し展開。骨棘や関節
軟骨を切除後、指尖部よりdouble thread screwで関節固定した。
【対象と方法】2013年1月から2015年9月までに上記術式を施行した7例9指は全
例女性で、年齢は50～73歳（平均60.7歳）であった。原疾患はへバーデン結
節が8指、外傷性関節症が1指であった。内固定材料はAcumed社製Acutrak 2 
microを1指に、同社製Acutwistを8指に用いた。術後外固定期間、術後疼痛の
消失時期、術後合併症を検討した。
【結果】術後外固定期間は平均6.1週（4～12週）であった。術後平均6.4週（4～8週）
で疼痛は消失し、全例で術前よりADLは改善した。1例に一過性の爪変形を認
めたが、術後半年で消失した。【症例】56歳女性。右小指DIP関節の変形およ
び強い疼痛で関節固定術を希望された。強皮症疑いにて、内科より手術時に
皮膚生検を依頼された。上記手術で生じる切除皮膚片を利用し生検を行った。
【考察】関節背側皮膚を紡錘形切除したDIP関節固定術は、横切開より術中視
野が良好で、Y字切開より整容面で勝る、有用なアプローチと考えた。
